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【問１】梅雨が明けるころ，精が付くウナギを食べるとよいとされる風習のある日を何と言

いますか。見出しの空欄にあてはまる漢字３字を答えましょう。 

       （  土用丑  ） の日 
 

【問２】ウナギ料理を提供する飲食店でウナギの仕入れ価格が下がっても利益率が上がらな

いのはなぜですか。 

 （   米の価格が高騰しているから           ） 

 （   人件費が上がっているから            ） 

 

【問３】養殖ウナギの稚魚であるシラスウナギは，鹿児島県内で 2024 年度に前年度のおよ

そ何倍採捕できましたか。棒グラフを見て計算し、次のア～エから答えを選びましょう。 
 ア.２倍 イ.３倍 ウ.４倍 エ.５倍       （ イ ）  

 

【問４】ウナギの稚魚が豊漁にもかかわらず，養鰻業の経営が厳しいのはなぜですか。 

 （養殖池の温度を保つための重油をはじめ電気代や飼料代などが高騰しているから） 
 

【問５】稚魚やかば焼きの価格が高騰するリスクがあります。それはなぜですか。日本のウ

ナギの国内供給量の７割を輸入が占めていることを踏まえ，ニホンウナギの生息状況と国

際的ルールの観点から説明しましょう。 

 （絶滅の恐れがあり、ワシントン条約で輸入が制限されるかもしれないから   ） 
 
【調べてみよう】鹿児島県では，ウナギ以外にもどのような養殖業が盛んですか。それらに

ついても，直面している課題や発展のための工夫などについて調べてみよう。 

 
 



＊習っていない漢字とむずかしい言葉の解説 

土用（ど・よう）丑（うし）の日＝土用は立夏・立秋・立冬・立春の前のそれ 養鰻業（よう・まん・ぎょう）＝うなぎを養殖する事業。 
ぞれ１８日間。特に、夏の「土用の丑の日」にはウナギを食べる習わしがある。 余裕（よ・ゆう）＝必要量より多いこと。ゆったり落ち着いていること。ゆとり。 
稚魚（ち・ぎょ）＝卵からかえったばかりの魚。  人工種苗（じん・こう・しゅ・びょう）＝養殖や漁獲された親魚から、人間の 
手頃（て・ごろ）＝自分の力などに合っている様子。適当。  管理下で人工的に生産された魚介類の稚魚や幼生のこと。 
高騰（こう・とう）＝物の値段が急に上がること。 絶滅（ぜつ・めつ）＝すっかりほろびて、なくなること。また、なくすこと。 
養殖（よう・しょく）＝魚・貝・海藻（かい・そう）などを人工的に育て、増や 恐（おそ）れ。   
すこと。  客離（きゃく・ばな）れ 締約（てい・やく）＝契約または条約を結ぶこと。締約国＝条約を結んだ国。 
懸念（け・ねん）＝気がかり、心配。  据（す）え置いて 占（し）める＝自分のものとする。ある割合を取る。ある位置を取る。 
嘆（なげ）く＝悲しさや苦しさを口にすること。 誇（ほこ）る＝自慢する、得意になる。名誉だと思う。 
振興（しん・こう） 鰻（うなぎ） 緩（ゆる）やか＝動きがゆっくりな様子 採捕（さい・ほ）＝動植物を採取または捕獲すること、捕らえること。 
分析（ぶん・せき）＝物事を細かく分けて、成り立ちなどを調べること。 募（つの）らせる＝感情や思いが次第に強くなる、増していく様子を表す。特に 
軒並（のき・な）み＝どれもこれもすべて。 時間がたつにつれて、または特定の状況下で感情が高まることを指す。 

 

 


